
過去の出題傾向について確認しておこう！

京大入試研究[国語(理系)]

▼ 出題一覧表

過去 10 年の京都大学の入学試験で出題された文章の出典を次の表にまとめた。

一 現代文

2014 『望郷と海』

石原吉郎

2012 『痩せた雄雞』

尾崎一雄

三 古文二 現代文

『百人一首聞書』

『牛の涎』 小倉無隣

「創作」

大庭みな子

『苔の衣』『前門の虎、後門の狼』

米原万里

2011 『失われた時代』

長田弘

『文章について』

林達夫

『唐物語』『真偽のむずかしさ』

青柳瑞穂

『《演劇的知》について』

安田雅弘

2008

『女郎花物語』『日本語の思考法』

木下是雄

『物語る声を求めて』

津島佑子

2010

『織錦舎随筆』

村田春海

2009 『書き言葉について』

柳沼重剛

『玩具のシンボル価値』

澁澤龍彥

『源家長日記』

源家長

2007 『死に直面した状況において希望

はどこにあるのか』

清水哲郎

『浮上せよと活字は言う』

橋本治

『長谷雄草子』

2013 『ブリューゲルへの旅』

中野孝次

『日本のレトリック』

尼ヶ崎彬

2015 『短編小説礼讃』

阿部昭

『流言蜚語』

清水幾太郎

『雑々集』

2016 『青天有月』

松浦寿輝

『情報の文化史』

樺山紘一

『わらんべ草』

『玉勝間』

本居宣長

▼ 分析と対策

[現代文] 評論や随筆からの出題が多い。もともと出典が多岐にわたり、書かれた時代、文章のジャンル、題材的

にも多様なものが用いられる大学であるだけに、一問でも多くの過去問にあたって、対応力を高めておくこと

が必要である。

[古 文] 前後の内容を踏まえて解答する設問が多いので、単語や文法だけでなく、過去問演習等を通して多くの

作品に触れ、読解・内容把握の練習を積んでおきたい。説明問題に備えて、文系の問題に挑戦するのもよいだ

ろう。
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(C)東進ハイスクール




